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1 はじめに 

コンピュータ上で，アニメーション画像やイ

ラスト画像など，実写ではない画像を扱うケー

スがしばしば見られる．これらの画像の情報量

を削減するために，減色処理が行われるが，従

来法である誤差拡散法[1]は，画像の平坦部分に

対して誤差の拡散を生じるため，非実写画像の

可逆圧縮の前処理には不向きである． 

そこで，非実写画像向けの減色処理法の研究

を行っている[2]．過去の研究成果により良好な

結果が得られたが，提案手法で最も良好な性能

を示した「改良エッジ検出法」は，「ユークリ

ッド距離の閾値(the)」，「最小二乗法を行う範

囲(nmax)」，「エッジ検出の閾値(ths)」の 3 つの

値を設定する必要がある．そこで本研究は，こ

れらの値を自動的に決定するか，あるいは設定

値の目安を知ることができれば，閾値の初期設

定に画質や圧縮率が依存しにくいアルゴリズム

が実現すると考えられる． 

2 減色アルゴリズム 

2.1. 誤差拡散法 

誤差拡散法は，減色に伴う誤差を周囲の画素

に分配し，分配した値に基づいて周囲の画素値

を決定する減色法である．この他にも，閾値処

理により画素値を割り当てる閾値法や，閾値に

乱数を加えるランダムディザ法等があるが，閾

値法では自然な画像が再現されず，ランダムデ

ィザ法では乱数により画質が乱れる場合がある． 

2.2. 改良エッジ検出法 

下記のような画素値の決定手順を，画像の左

上の画素から順にすべての画素において実行す

る．この手法では，「ユークリッド距離の閾値

the 」，「最小二乗法を行う範囲 nmax」，「エッ

ジ検出の閾値ths 」の三つが必要となる．  

(1) 着目画素の上下左右方向に向けてエッジの 

検出を行い，エッジの手前までを計算範囲とし

て(2)の処理へと進む． 

 

 

(2) 着目画素に対してそれぞれ上下左右方向に

おける画素値の傾きと切片を最小二乗法に基づ

いて算出し，算出した傾きと切片をもとに，カ

ラーパレットから一番近い画素値を求める．こ

れら４つの値のうちいずれかが異なる場合，誤

差拡散法の実行結果を減色後の画素の確定値と

し，(4)へ進む．全てが同じ場合，(3)へ進む． 

(3) 元画像の画素値と周囲の画素から誤差拡散

を受けた画素値のユークリッド距離を求める．

求められた値が閾値未満の場合，元画像の画素

値をもとに，画素を選択する．閾値以上の場合，

誤差拡散法の実行結果を減色後の画素とする． 

(4) 減色前後の画素値の誤差を算出し，減色後

の画素値が決定していない周囲の画素にあらか

じめ決められた割合で分配し，次の画素の処理

に進む． 

2.3. エッジの検出 

 本手法におけるエッジの検出のために，エッ

ジ検出フィルタをかける．その値がths より大き

く，局所的なピーク値をとるときに，エッジと

みなすものとしている． 

2.4. エッジ検出の閾値(ths)の設定 

ths が低い値に設定されると，本来はエッジと

認識されないような所をエッジと認識してしま

い，好ましくない処理をしてしまう恐れがある．

逆に大き過ぎると，提案手法による効果が十分

に得られない．エッジ検出フィルタの値の最大

値はおよそ 443 であり，信号の強さに対する人

間の目の弁別域はおよそ 2％とされているので，

ths が 443×2％≒8.87 を下回ることは好ましく

ないと考えられる．そこで本稿では，8.87 に近

い値である 10 を，ths の値として許容される最

低値の目安の一つとした． 

3 実験 

3.1 「エッジの強さ」のヒストグラム 

図 1 に，グラデーション，イラスト，混合画

像それぞれについてエッジ検出フィルタを通し

た「エッジの強さ」のヒストグラムを示す．図 1

に示されるように，グラデーションにおいては

エッジの強さが 124 の付近で，イラスト画像に
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おいてはエッジの強さが 40 の付近で，それぞれ

ローカルなピークを示しており，この辺りの値

の付近が，ths を設定する上での一つの指標にな

ると考えられる．混合画像においては明確なピ

ークは示されなかったが，エッジの強さの値が

概ね 60 以下に分布していることが分かるため，

ths として 60 を超える大きな値を設定すること

は好ましくないと想像される． 
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a) グラデーション画像 
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b) イラスト画像 
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c)写真+イラストの混合画像 

図 1 「エッジの強さ」のヒストグラム 

 

3.2 パラメータの違いによる圧縮データの変化 

 グラデーション，イラスト，写真+イラストの

3つの画像をそれぞれ減色する．パラメータはそ

れぞれ，the ={0,5,10,15,20,100}，ths 
={5,10,15,20,100}，nmax=40の中から決定する．

各画像を圧縮し，データ量をグラフにまとめた． 

図 2に圧縮したデータのサイズを示す．各画

像とも，ths =10を超える値では，符号量の変化

はさほど大きなものではないことが分かる． 

4 まとめ 

本稿では，改良エッジ検出法の閾値ths の設定

に関する考察を進めた．その結果，ths の値は 
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a) グラデーション画像 
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b)イラスト画像 
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c)写真+イラストの混合画像 

図 2圧縮データのサイズ 

 

10 を下回ることは好ましくないものの，10 を上

回る値については，符号量の変化はさほど大き

なものではないことが分かった．今後は，適切

なths の設定法に関する検討を進めてゆきたい． 
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